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報告 

統計学の本質に立ち返り身体化して学ぶ：新型コロナウイルス禍の下での遠隔教育の試み 

 

守山 正樹 1） 

 

統計学は現実世界を数字を介して記述する実践的な科学であるが、日本ではこれまで統計学の専門家が少なく、公

衆衛生学など周辺分野の専門家が、統計学の教育を担うことが多かった。筆者もそのような周辺分野の専門家として、

この数年来、看護大学で統計学を教えて来た。しかし2020年のCOVID-19禍により、突然にオンラインという限定され

た環境で統計学を教えざるを得なくなった。COVID-19 禍は多くの分野で、これまでの価値観の転換を引き起こしてい

る。この COVID-19 禍の状況下で、筆者もより分かりやすく本質的な統計学の教え方／学び方を求めて苦闘した。その

結果、概念の身体化やナラティブなど、生活世界の中に統計学の概念を位置付ける教え方／学び方が大切だと分かっ

た。COVID-19 禍の現在、日本ではデータサイエンスや AI（人工知能）ブームが加速しつつあるが、統計学の人間的な

本質を見失ってはならない。 

 

   キーワード：統計学、遠隔教育、オンデマンド授業、新型コロナウイルス禍 

 

Ⅰ 二つの事例と統計学 

 2016 年に特任教授として本学に着任して以来、筆者

の専門（公衆衛生、健康教育、ヘルスプロモーション）

とは異なる科目、統計学を「突然に、これまで経験し

たことのない形で教える」という事例（機会）を二度

経験した。最初の事例は 2016 年の在外集中講義、二番

目の事例は2020年の新型コロナウイルスCOVID-19流行

によってもたらされた。 

 

１．2016年の事例、在外集中講義 

 最初の事例は 2016年 6月、本学の提携校であるベト

ナム社会主義共和国ナムディン市、ナムディン看護大

学で経験した。以下、当時の記録から抜粋する１）。 

 2016 年 6月 20日・月曜・深夜：ナムディン看護

大学・大学院修士課程での集中講義（２週間）そ

の第1日目が終わった。「無事に・・・」と書きた

いところだが、実はとんでもないことがわかった。

今回の集中講義では「筆者が関心のある参加的/質

的研究の話をすれば私の役割が果たせる」と理解

し準備してきた。しかし開講式を終え、授業を開

始してしばらくした時、受講生Mさんが突然手をあ

げて発言した。「私たちが勉強したいのは質的研

究ではなくて量的研究、特に統計調査の方法論で

す」 

 M さんの発言から見えてきたのは「ナムディンの

受講生の大多数は、質的研究にはまだ関心が向い

ておらず、彼女ら彼らの関心の中心は医学モデ 

 

1) 日本赤十字九州国際看護大学 

ルによる量的研究（統計的研究）にある」という

事実だ。2016年はベトナムで初めての看護学・修士

課程がナムディン看護大学に創設されてまだ２年

目であり、57 名の受講生はベトナム全土から集ま

っていた。 

 日本でも 20 年以上前は看護の分野でも量的研究

が多かった。しかし現在はわが大学の修士論文の

テーマを見ても、研究の比重は量的研究から質的

研究に移っている。他方、一方ベトナムではまだ

そのような研究的な関心の推移が起こっておらず、

現在でも医学モデルが中心のようだ。・・・筆者

の準備が役立たないのであれば、第2日目以降の集

中講義は中止して、すぐに日本に戻りたいところ

である。しかしあの熱心な受講生のことを考える

と、そうするわけにはいかない。そこで方針を転

換し「今日から、ともかく3日間は統計調査の話を

しよう」と覚悟を決めた。現在は5時、今日の授業

開始は8時、これから新しい授業の準備を始める。 

 

この講義の内容は帰国後に動画化した２）。このとき

の教え方は以下の3原則にまとめられる。 

（a）基本を明示する；受講生の求めに従い「修士論文

を書くために必要な統計調査の方法論」を話すことを、

授業の冒頭で確認した。 

（b）（スライドに頼らずに）語る；筆者は普段の授業

でスライド(PowerPoint)はほとんど用いない。ナムディ

ンで突然に統計の話を求められたときは、一瞬「もし

スライドがあったら便利だろうな」と感じた。しかし

すぐに思い直し、筆者が大切だと理解している「調査
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票デザインから基本集計までの過程」を語ることにし

た。 

（c）身体化して示す；授業は英語で行ったが、受講生

の英語力にはバラツキが大きかった。筆者も英語がす

ぐに出て来ないことも多かった。そこで、データの分

布、ばらつき、相関などの統計的な概念を、言葉（英

語）だけでなく、筆者の身振り手振りも加え、身体化

して示すことを試みた。 

 

２．2020年の事例、新型コロナウイルスCOVID-19禍 

 ナムディンでの突然の経験も影響したためか、最初

にお引き受けした保健医療福祉行政論と疫学に加えて、

翌 2017年からは保健統計学を、2019 年からは統計学を

教えることになった。必修科目としての統計学を教え

ることは責任が重いが、さいわい教科書や参考書は、

看護や保健の分野でも様々なものが出版されている。

本学には情報処理実習室もあり、数字が苦手な学生も

パソコンの助けを借りると、データさえあれば定型的

なキー操作でグラフや傾向線を描き、統計的仮説検定

までも行うことができる。教科書や実習室の助けを借

りて、統計学を教えることができた。 

 しかし2020年 4月、新型コロナウイルスCOVID-19の

流行により、大学構内が突然に立ち入り禁止となった。

2016 年 6 月のナムディンでの突然も大変だったが、対

面授業であったため、身振り手振りも交えて統計調査

の方法を受講者に語ることができた。しかし今回の

COVID-19 禍では全授業を対面から「自宅にいる学生た

ちに対して動画を配信する形のオンデマンド遠隔授業」

へと切り替えることになった。これまでの授業の流れ

を全て考え直さねばならない。忘れかけていたナムデ

ィンでの３原則を思い出すところから、新たな授業の

模索を始めた。 

 

Ⅱ COVID-19禍によって問われた統計学の本質 

 まず考えたのは統計学の本質である。対面授業をし

ていたときは、教科書 3)にそって授業を行い、あえて統

計学の本質は？などと問うことはなかった。ナムディ

ンの事例では「大学院生が修士論文を書くための統計

調査」という、実践に直接役立つ内容と割り切ること

ができた。しかし今回は COVID-19 禍の状況下で、特に

分かりやすい授業が求められる。簡潔さは大切だが、

統計学の本質はふまえる必要がある。では統計学の本

質は何だろうか。 

 

１．現行の教科書に本質を探す 

 改めて手近にあるいくつかの市販の教科書や参考書

に目を通してみた３，４，５）。しかし何が本質かは意外に

分かりにくい。一般的な教科書の構成としては最初に

統計学の概要を述べた後、データの形式や確率分布な

どを出発点にして、統計学が組み立てられている。で

はデータの形式や確率分布が統計学の本質なのだろう

か？ 

 昨年の対面授業では、それほど深く考えず、データ

の形式から授業を始めていた。しかし、そもそもデー

タの形式はなぜ必要なのだろうか？ 統計学を「現実

世界を、数字を介して記述する実践科学」と位置付け

るなら、その現実世界はどう説明したらよいだろうか。

もう一歩、統計学の本質に踏み込む必要を感じた。 

 

２．歴史に立ち返って統計学の本質を考える 

 統計学の先駆者はどのように統計の意味に気付いた

のだろうか。何を本質だと考えていたのだろうか。改

めて、わが国の統計学の先駆者として知られる杉亨二６）

および記述統計学の世界的先駆者である英国人カー

ル・ピアソン７）の著作に目を通してみた。 

１）杉亭二（1828〜1917）と政表 

 江戸時代後期 1828年に肥前国長崎に生まれ、1864年

に開成所の教授となった杉亭二は、統計との出会いを

以下のように記していた６）。 

「開成所で翻訳しているうちに、いつであったか

覚えていないが、何でもセバストポール戦争後で、

1855，6年の頃かと思うが、バイエルンの教育の事

を書いたものがあった、それに、百人の中で読み、

書きの出来る者が何人、出来ぬ者が何人というこ

とが書いてあった。その時にこういう調べは日本

にも入用な物であろうということを深く感じた、

これが余のスタチスチックに考を起した種子にな

ったのである。（杉,自叙伝:ｐ41）」 

 上記に続き自叙伝ｐ43 からは、杉が着手した駿河地

方の社会構造を把握する統計調査の様子が記されてい

る。当時の社会構造を分類・記述するための枠組みを

表形式で示したものが「政表」、今でいう分割表のこ

とを示す。 

 

２）カール・ピアソン(1857-1936)とContingency Table 

 ピアソンは多くの著作を残している。その中でも本

質を分かりやすく論じた本がないかと探した結果、

Grammar of Science（科学の文法）1892年初版７）に行き

着いた。この本は一種の科学思想書であり、世界の認

識から時代変化・進化までのテーマが論じられている。

通覧した結果、筆者にとって、統計に関連の記述が最
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も多いと感じられたのは第 5 章 Contingency and 

correlation（偶然性・偶発と相関）であった。同章に

はContingency table（分割表）という言葉が繰返し（10

回）登場しており、原因と結果など、二つの事象の生

起の関連性を科学的に記述し、世界の規則性を捉える

考え方と位置付けられていた。 

 わが国の統計学の開祖である杉亭二、および統計学

の世界的な先駆者であるピアソンが、分割表のような

基本を、ここまで大切にしていることを再確認できた

ことは、筆者にとって大きな発見であった。そして、

遠隔授業の出発点を「分割表」「分割表の元にある、

世界を分割して観察する考え方」「分割を数値化する

形式としての分数表現」に置くことにした。 

 

Ⅲ 語る内容と順序の検討 

１．分割表の語り方 

 では分割表はどのように教えたら、語ったらよいだ

ろうか。確かに分割表は本質的な概念である。しかし

小学校学習指導要領８）をみると、わが国の統計学の教

育はすでに小学校 1 年生算数「データの個数に着目し、

身の回りの事象の特徴を捉えること」から始まってい

る。その後、小学校４年生になると、分割表は「伴っ

て変わる二つの数量やそれらの関係に着目し，変化や

対応の特徴を見いだして，二つの数量の関係を表や式

を用いて考察する力」として出てくる。 

 分割表が「基本のキ」であるにしても、小学校で学

んだことを、また持ち出す必要があるだろうか。そこ

で筆者がおこなった昨年の対面での統計学授業を振返

ってみると「学生たちは確かに分数や分割表のような

基本を学んではいても、現実の出来事を分割表にあら

わして考えるまでには至っていない」と感じられた。

そこで、現実の出来事の起こり方を意識し、それを分

割表を用いて数として表現することを中心にして、現

象をこのようにして整理した時の純粋な驚きを追体験

できるような形で、授業の最初の部分を組み立て、語

ることにした。 

 

２．実例の語り方 

 統計学は数学のような抽象的な数字の科学ではなく、

現実世界を、数字を介して記述する実践的な科学であ

る。実例を示すことが大切だ。昨年までの授業では、

教科書に記載された実例の適切性を検討することはな

く、教科書の内容をそのまま学生に示していた。しか

し今回のオンデマンド授業開発では実例の重要性を痛

感したため、改めて手元にある統計学という名前を冠

したテキストを何冊か参照し、どのような実例が適切

かを考えた。以下にはコイン投げ、サイコロ投げのよ

うな実験例ではなく、社会事象に関連の例を引用する。 

「看護学生の健康診断、血液型、地域別の人

口、・・・」3） 

「年収と大学進学率、架空の社会調査、外国人の

地域参加、・・・」５） 

「内閣支持率、育児不安、鎮痛薬の効果、・・・」
9） 

「赤ちゃんの体重、行政解剖による肝臓の重

さ、・・・」10） 

「牛丼の具の量、ダイエットプログラム参加前後

の体重、・・」11) 

 どのテキストでもその著者は実例の大切さを認識し

ているようで、様々な実例が示されていた。しかしそ

の実例が読者の現実に合っているか、実例をもとに読

者が現実の世界に目を向けて統計的な発想に親しんで

くれるか、に関して、課題があるように感じられた。

では今回はどのような実例が適切なのか？・・・結局

COVID-19に関連の例を新たに作り、語ることにした。 

 

３．基本概念の語り方 

 確率変数、確率分布、帰無仮説、仮説の棄却、

等々・・・統計学では特有の様々な概念が出てくる。

これらを学生は、丸暗記するのではなく、自分の生活

世界に関連させて理解する必要がある。ではこうした

基本概念は、各テキストでどのように説明されている

だろうか。「確率分布」を例に、改めて先ほどのテキ

ストの説明をチェックしてみた。 

「すべての確率変数ｘについて、それぞれの起こ

る確率を記述したものを確率分布という(p59)」3） 

「確率変数における特定の値とその発生確率との

対応関係を表す分布を確率分布と呼ぶ(p55)」5） 

「確率変数を取り扱うときには、そのバラツキ具

合に最も興味があります。この確率変数のバラツ

キのことを確率分布と呼びます(p29)」9） 

「下限（この場合は－∞）からｘまでの確率を与

える関数を、一般的に累積分布関数（別名：確率

分布関数、略して分布関数）といいます(p7)」11） 

 各テキストにおける実例が「年収、育児不安、牛

丼・・」などと具体的であったにも関わらず、確率分

布という概念の説明は、かなり抽象的である。学生が

個々に視聴するオンデマンドの動画で、説明がここま

で抽象的だと、学生から「難しい！」という反応しか

引き出せない心配がある。結局、作製した動画では、

確率分布を筆者は以下のように語った。 
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「次は確率分布についてお話しします。分布とは

『複数の事象が、ある広がりを持って存在すると

き、その広がり』を示します。何かが１回・１例

だけ存在する事例の場合、分布という考え方は用

いません。・・・統計学で注目するのは、母集団

における平均的事象／平均的個体です。１例だけ

で『コインは裏が出やすい、電車の乗客は女性が

多い、学生の身長は 160.0cm！』とは結論しません。

2回・3回・4回～ｎ回と投げる試み（試行）、観察

の試行を繰り返し重ねることで、初めて『コイン

は裏と表が同じ確率 0.5 で出る』『電車の乗客は

60％が女性だ』『学生の身長は平均 162.0cm』など

と結論できます。サイコロ（離散量）であれば投

げる試み（試行）を繰り返し、身長や体重（連続

量）であれば、一人二人と測る試みを増やすこと

で、いくつもの値が得られ、全体の広がり・分布

が見えてきます。それが確率分布です。」 

 

４．概念と実例の順序性 

 統計学を理解する上で、概念と実例の双方が大切で

あることは言うまでもないが、概念と実例の順序性は

どうあるべきだろうか。昨年からの授業で用いてきた

教科書 3)では、量的データや質的データについての概念

定義がなされた後に、具体例として女子看護学生の身

長や体重など健康診断の結果が実例として示されてい

た。また別の看護系教科書に 4)おいても導入の後の出発

点は統計データの種類であり、まず質的データや量的

データが概念定義された後、やはり健康診断の項目と

思われる性別・血液型から身長・体重・血圧に至るま

での具体例が示されていた。文系までを含めより広い

読者を対象にした放送大学の教科書 12）では、データの

種類を概念定義した後、例として‘テレビ番組視聴ア

ンケート調査結果’や‘企業別の資本金や従業員数’

などのデータが示されていた。このような定義→実例

という順序性「定義から入り、実例を挙げる教え方」

について、筆者はこれまで違和感を覚えなかった。し

かし COVID-19 禍のもとで改めて振り返えると、概念か

ら実例に向かう教え方は、実例として挙げられている

ものが、実際の学生の生活とは結びつきにくいように

感じられた。COVID-19 禍により、家に閉じこもって動

画の視聴から学ぼうとする学生たちにとって、切実な

現実は COVID-19 の流行状況などの社会への影響である。

概念から入って、生活感のない形式的な事例に接する

のではなく、その逆の方向、COVID-19 の現実で直面す

る問題意識から、統計的な概念に至るような学び方・

教え方・語り方ができないだろうか。そこで今回の動

画教材では「概念説明→実例」で押し通すのではなく、

可能な範囲で「事前導入→実例→改めての概念説明」

という順番を採用した。事前導入 13）としては身近な具

体物を活用した。たとえば動画の中では、連続量や離

散量の概念定義に先だって、サイコロや巻き尺で身体

部分を計測する動画を示すなど、学生が既に親しんで

いる対象を概念にさきがけて示し、語ることに務めた。 

 

注；事前導入（事前・先行オーガナイザー）とは「学

習者がすでに知っていること」と「学習者が新たに知

るべきこと（学ぶべき概念）」とのギャップを埋める

教育的デバイスである。「学習に先立って導入され、

より高いレベルの抽象化、一般性、および包括性で提

示される、適切に関連した包括的な導入資料」と定義

される 13）。 

 

Ⅳ 難しさを超えて考え続けるには？ 

１．課題としての「知識の接地」 

 実際に動画を作り始めると色々なことが新たに気に

なる。動画の時間はこれまでの経験から 15 分ほどとす

ることにした。だが問題はその時間学生たちが思考停

止しないで動画を見続け考え続けてくれるかどうかで

ある。統計学にはΣ・μ・σ・H０・ｐ値などの数学的

記号や、それらを言語であらわした総和・平・標準偏

差・帰無仮説・有意確率などの言語記号など、他の科

目では出てこない様々な記号が出てくる。統計学の知

識の多くが記号の組み合わせで説明される。こうした

記号に出会ったとき、多くの学生は「難しい」と感じ、

思考を停止することも多い。 

 このような統計学の知識、特に記号や数式の理解を、

学生たちに「地に足をつけた理解；知識の接地」14）と

してもらうためには、どうしたらよいだろうか。「知

識の接地」は対面授業でも課題だったはずだ。しかし

今振り返ると、教科書やホワイトボードなどの助けを

借りて、学生たちが彼ら自身の耳で筆者の声を聴いて

くれ、彼ら自身の目で教科書や筆者が白板に板書する

記号やグラフを見てくれる授業では、授業者（筆者）

は学生たちの理解の様子を授業で直接に把握でき、そ

の都度必要であれば説明を補っていた。しかしオンデ

マンド型授業では、学生たちが向き合うのは、筆者が

事前に作成した動画のみだ。「知識の接地」をどう達

成するかは大きな課題となる。 

 

２．知識を身体化して語る 

 オンデマンドの条件で筆者ができる唯一のことは、

統計学に出てくる様々な記号の意味を、学生たちが一
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歩自分事として理解できる、接地できる、分かりやす

い動画を作る・語ることだ。でもどうしたらよいだろ

うか。そこで考えたのが、ナムディンの場合も有効だ

った、言葉や図に加えて筆者の身振りや手振りを動画

に加えることだった。なぜそう考えたのか、個人的理

由としては 20 年以上前の一時期、聴覚を障害された

方々とのコミュニケーションに関心を持ち、手話通訳

養成講座に通ったことが挙げられる。手話や身振り手

振りを使うことで、言葉だけの場合よりも具体的に意

味を伝えることができる経験をしていた。学術的な理

由としては、認知科学の領域で最近急激に理論化が進

んでいる「身体性認知」15）の考え方がある。「知識の

理解や操作が、ただ人間の脳の中で行われているので

はなく、身体全体の動きの中で、達成される」とする

「身体性認知」の考え方は、オンデマンド教材を作る

際にとても重要だと感じられた。そこで数学教育に身

体性認知を応用したAlibaliらの試み 16)を参考に、XYの

座標軸を、動画の視聴者に自己の身体イメージと結び

つけて理解してもらえるよう「筆者の左右の上腕を直

交させる動き」に語りを組み合わせた。また確率分布

や分散分析など統計学の多くの分野で求められる「集

団の存在、分布とばらつき、分布の中心的傾向」の意

識化については、「筆者の向かい合わせた左右の手掌

の対称的な動き」に語りを組み合わせた。 

 

Ⅴ 実際の授業と学生たちの反応 

１．実際のオンデマンド授業の構造 

 出来上がった授業の構造としては、まず初回の授業

で統計学の世界観に親しんでもらうために「確率分布」

について語った。統計学の本質と位置付けた「分割表」

は第2・5・6回目の授業で語った。それ以外の項目も含

め全 15 回の授業内容を以下に示す；①確率分布、②分

数と集計、③平均と標準偏差、④回帰と相関、⑤クロ

ス集計表と行％、⑥２Ｘ２表とカイ二乗検定、⑦統計

的仮説検定、⑧調査票の観察と集計、⑨12 名のデータ

でも統計学のレポートが書ける、⑩my 標本からクラス

全体のデータへ、⑪二群の比較とｔ検定、⑫分散分析

と F 検定、⑬回帰分析、⑭主観と統計、⑮フィードバ

ック。 

 各授業は 15～25 分の語りからなる動画として、オン

ライン調査作成用に開発された Microsoft Forms を通し

て学生に提供した。 

 

２．学生たちの反応 

 オンデマンド授業で採用した Microsoft Forms は、本

来はオンライン調査作成用に開発されているが、今回

の 15 回の授業で、学生の授業への反応を一律のアンケ

ート調査としては調べてはいない。よってどのくらい

の割合の学生が統計学を「難しい、楽しい」などと感

じたかの数値は示せない。しかし学生は各回、相当な

量の記述を感想やコメントとして、Forms 上に書き込ん

でいる。それらの書き込みを筆者が読んだ結果、統計

学を難しいとして途中で投げ出した学生はゼロであり、

「ほとんどの学生は統計学を難しいとする一方で、楽

しいとも感じていた」と判断された。 

 筆者は昨年までの対面授業の際も、コミュニケーシ

ョンカードを用いて、毎授業後に学生からコメントや

質問を得て来たが、これだけ多くの学生から「難しい

けれど、楽しかった」との発言を得たのは初めての経

験である。そこで学生たちがいう「難しさ・楽しさ」

とはどのようなものか、新型コロナウイルス禍という

大変な状況のもとで学生たちがどのように学習を進め

たのかを、一歩具体的に知って今後の授業改善に活か

すために、記述が具体的であった書き込みを、個人に

つながる情報は削除した上で、以下に事例として引用

する。全授業を通した各学生の変化を把握するために、

第１回目と第14回目の授業への書き込みに着目した。 

 

注；倫理について； 記述を引用した 12 名の学生につ

いては、各人の引用箇所を示した上で、本報告のドラ

フトを個別に送付し、引用の可否をたずねている。そ

の結果、全員から引用への快諾が得られた。 

 

１）事例「数学や数字は苦手だが、授業は楽しかった」 

 Aさん；１回目＿今回この講義を受けて、とても面白

いと感じました。自然現象が発生する際の離散率をな

ど、出すことができないと思っていました。しかし数

値を出し、分布を表せると知り驚くと共に興味が湧き

ました。＜＜＜14 回目＿自分は数学が嫌いで、統計学

も絶対に理解出来ないと思っていました。しかし先生

が毎回例を用いながら説明をしてくださるおかげで、

少しだけできるようになりました。統計学は苦手です

が、嫌いにはなりませんでした。 

 Bさん；１回目＿普段は意識しないが（この世界は）

様々な変数が集まって成り立っていると分かった。変

数や分布の例を考えるとなると、考えれば考えるほど

難しく感じた。例は挙げてみたが、自信がない。この

講義をきっかけに普段から注目したい。＜＜＜14 回目

＿講義の内容は私の苦手な計算ばかりで難しいと感じ

ることも多かったですが、先生の説明はとても丁寧で

分かりやすかった。特にエクセルの説明は何度も画面

を戻しながら挑戦することができました。 
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 Cさん；１回目＿字幕があり話し方もゆっくりだった

ので、受けやすい授業でした。今のこんなご時世だか

らこそ、統計学の必要性を強く感じました。＜＜＜14

回目＿私は、中学から数学が苦手だったので、初めて

統計学の教科書を開いたときは、公式だらけでついて

いけるのか正直不安でした。実際に、高校の教科書を

開きながら復習をしたり、計算から分かることを文字

で表したり人に伝えたりすることが難しく、苦戦する

こともありましたが、時間をかけて考えているうちに、

新たな発見があったりもしました。この授業を通して、

数字をただ見るのではなく、数字から何が分かるのか

を考えることが重要であることを学びました。この学

びを生かし、看護師になってからも統計学の考え方を

用い、数字の持つ意味を考えていきたいと思います。 

 

２）事例「統計学は難しいけれど楽しい」 

 Dさん；１回目＿統計学の授業では、私たちが生活し

ている中にもたくさんの事例があると知ることができ

ました。難しいですが高校生で学んだ数学を思い出し

ながら授業に励みます！＜＜＜14 回目＿初めは数学と

似たようなものだと思っていましたが、講義を重ねて

いくと奥が深く、日常生活でも役に立つ統計学を学ぶ

ことができてよかったです。 

 Eさん；１回目＿今日、初めて統計学に触れてみてと

ても難しい学問であるなと感じました。実際にモノを

使って説明をしていて、とってもわかりやすかったで

す。正規分布を念頭に置いて授業を受けていきます。

＜＜＜14 回目＿今回、統計学を受けていろんな方法で

データを出してみたりグラフや表を出してみたりして、

結果がきちんと出た時はとても楽しかったです。仮説

を立てて、データを集めて、分析をして、結果を出す

ということはとても難しくて友達に相談をしてみたり、

家族に聞いてみたりする中で自分の中で理解できるこ

とが多くなっていきました。 

 Fさん；１回目＿初めて統計学を学んで、知らない知

識をたくさん得ることができ楽しかったです。また、

世の中のいろいろなものを確率で考えられる点が興味

深かったです。＜＜＜14 回目＿統計学は看護に関係な

いと思っていたけど、授業を受けていくうちに統計学

の面白さに気づき、看護にどのように活かして行ける

かなど考えることが楽しくなりました。初めてのオン

デマンド授業ということで対面授業とは異なる点に適

応することは難しかったけど、統計学について少しで

も自分なりに知識を得ることができてよかったと思い

ました。 

 Gさん；１回目＿私は今まで確率というとすべて同じ

ものでその中に、離散量・連続量のような種類がある

とは知らなかったのでとても面白いと思いました。そ

の中でもポアソン分布がとても面白いと思いました。

ある時間やある領域内でときどき起こる自然現象の回

数を求めれるというのを知り、普段からその確率を求

めれるということに驚きました。＜＜＜14 回目＿先生

の授業は楽しく、医療的ではないものだったので少し

箸休めのような感じで授業を受けてました。徐々に難

しくなり辛くなっていきましたが、楽しめました！ 

 Hさん；１回目＿まず最初におっしゃっていた「全て

の事象が偶然性・確率に支配されている」という言葉

から、とても引きこまれました。このように事象をグ

ラフに表すことは、数学などを通して学んだことはあ

りましたが、とてもお話を聞いていて面白かったです。

代表的な三つの分布について、理解を深めていきたい

です。実際にアイオワ大学が提供しているサイトを開

いて自分でしてみましたが、あまり使い方が分からな

かったので、もう一度復習をして、チャレンジしてみ

ます。＜＜＜14回目＿今回のJASPを含め、エクセル以

外にも様々な計算アプリがあることを知りました。ま

た、最初の 1〜3 回目の授業までは、平均や標準偏差な

ど習ったことのある内容でした。しかし、それ以降の

回では、相関係数やカイ二乗値などいままで聞いたこ

とのないものばかりでした。先生の講義はとても、わ

かりやすかったです！計算には、苦手意識がありまし

たが、統計学の授業は、楽しく学べました。また、統

計学には歴史があり、それが今もなお使われているこ

とは、本当にすごいなと思いました。統計学の授業は

終わりますが、この授業で学んだ知識はこれからも使

っていきたいと思います！ 

 

３）事例「新型コロナウイルス COVID-19 禍の中で考え

続けました」 

 Jさん；１回目＿ウイルスもそうだけど、東日本大震

災を始めとした自然災害も確率に支配されているなと

改めて思いました。南海トラフだと30年の間に70〜80%

といった確率でその確率によって対策を取ったり家を

どこに建てるかなど今後の計画を立てやすくなるため

少しは利点があると思いました。最初、離散型確率変

数と聞いて苦手意識しかなく、なかなか授業を進めら

れなかったけど先生の例え話のおかげで、親しみやす

く学ぶことが出来ました＜＜＜14 回目＿先生は図を用

いてくださったり、説明だけをするのではなく一緒に

計算をして下さったので、計算が苦手な私でも頑張る

ことが出来ました。レポートは、どうしようか悩まし
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いですが、一生懸命習ったことを使いこなせるように

頑張ります。 

 Kさん；１回目＿いつも同じ生活の繰り返しで小さな

事でイライラしてしまったり、暗い気持ちになったり

とマイナス思考になっていますが、生活リズムを規則

正しく整えて、なるべく体にも心にもストレスになら

ないような生活をしていきたいと思います。今日の授

業は高校数学で少し聞いたことのある単語が出てきた

のでわかりやすかったです。＜＜＜14 回目＿講義が進

むごとに内容も難しくなってきましたが、先生の吹き

出しや字幕がとても丁寧で、何度も何度も動画を見直

すことで理解ができるようになりました。 

 Lさん；１回目＿統計学というものは、もっと想像で

きないものだと思っていたが、案外自分の身近にあり

理解することができました。今凄まじく流行が進んで

いる新型コロナウイルスに対しても、統計学の観点か

ら考えてみることができるなと実感しました。例えば、

新型コロナウイルスを罹患された方の年齢別の表を作

ってみたりと多用できるなと私は考えることができま

した。＜＜＜14 回目＿統計学はとても難しく未だによ

く分からないとこがありますが、授業がとっても楽し

くて毎週配信されるのが楽しみでした。いいレポート

を作れるように頑張ります。 

 Mさん；１回目＿講義内容が難しくて理解するのに時

間がかかりました。面白かったです。＜＜＜14 回目＿

200年や 300年前の今の常識が通じないような世界から

統計の考えを生み出した人々を知ることができ、また、

その考えが今の社会を支えていると思うと、昔の人は

偉人だなぁとしみじみ感じた。特にコロナ禍の今は、

統計学は様々な場面で使われていると思う。数字を知

り、その意味を理解することの凄さを知れました。 

 

Ⅵ 今後の課題 

１．統計学からデータサイエンスへの流れをどう理解

するか 

 統計学は衛生学・公衆衛生学と共にわが国の近代化

を牽引した基礎科学と位置付けられる 17）。科目として

の統計学は、公衆衛生学と同様に、様々な職種の国家

資格を取得する際に、必須科目として位置付けられ、

医師・歯科医師・看護師・薬剤師などの養成でも、モ

デルコアカリキュラムに統計が位置づけられている。

科目としての統計学の重要さは、小学校以来の義務教

育でも明らかである 8）。しかしこのような統計学の重

要性にも関わらず、2010 年代の始めまでは、わが国で

は大学院レベルでの統計学の専門家が少ないことが指

摘されていた。日本学術会議報告書 18）には以下のよう

に述べられている；「わが国では（統計学の）学部・

修士課程はない。統計科学専攻も総合研究大学院大学

複合科学研究科の博士課程のわずかに 1 つだけであり、

この数値は諸外国に比べると（米国 69、英国 24、中国

110、韓国54、台湾12）著しく劣っており、修士・学士

はいうまでもなく、博士号取得者は海外には遥かに及

ばない。」 

 このような状況が変化しはじめたのは 2010 年代後半

である。2016 年には文部科学省によって「数理及びデ

ータサイエンス教育の強化に関する懇談会」の報告書 19）

がまとめられ、教育強化の拠点 6 大学が選定され、コ

ンソーシアムを形成して活動を始めている。コンソー

シアムは 2018 年に全ての国公私立大学を対象として数

理・データサイエンス教育状況調査を行い、また 2020

年４月には全ての大学・高専生を対象にした数理・デ

ータサイエンス・AI 教育のモデルカリキュラム 20）を公

表した。看護大学にもデータサイエンスが導入される

のは時間の問題である。しかしデータサイエンスの基

礎である統計学でさえ、多くの学生は、概念や記号を

中心とする従来の教え方では「難しい！」と思考を停

止する心配がある。「難しくて学生が思考を停止する

→暗記科目になる→コロナ禍後、現場ではさらに AI が

普及する」という混乱は避けねばならない。統計学と

データサイエンスをどう教え学ぶか、その際も今回の

経験が役立つと考える。 

 

２．ベイズ統計 

 「社会に溢れているデータから価値を引き出す科学」

であるデータサイエンスの基盤は統計学だが、そこで

の統計学の中心は、今回の講義で扱ったいわゆる通常

の統計（frequentist statistics；古典的統計、頻度論

的統計、有意性やｐ値を重視する統計）ではなく、ベ

イズ統計（Bayesian statistics；ポストｐ値時代の統計）
11)である。現時点では看護の分野における統計学の教

科書は全てが通常統計についてであり、筆者が採用し

ている教科書 3)にもベイズ統計はひとことも述べられて

いない。しかし現在の新型コロナウイルス禍のもと、

AI やデータサイエンスの利用が加速していることを考

えると、数年以内には看護の教科書でも、統計といえ

ばベイズ統計が中心になることが予想される。しかし

通常統計の考え方は、主にコンピュータが出現する前、

人類が数百年に渡って築き上げて来たものであり、通

常統計の発想に親しむことは大切である。その一方、

主観確率（主観的な事前分布）を介して統計分析に主

観を反映させられるベイズ統計の独得な興味深さや将

来性を考えると、学生が混乱しない程度にはベイズ統
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計について語ることも大切だと考えられる。今回は授

業の 14 回目に通常統計とベイズ統計の双方の手法を使

える総合的統計解析ソフトウェアＪＡＳＰ21）を紹介し

た。 

 

３．二つの事例と今後 

 本報告では、筆者が経験した二つの突然の事例を元

に、統計学の学び方・教え方・語り方を探求した。二

つの突然の状況を切り抜けることができたのは、筆者

の授業を受け入れ、支えてくれた学生たちの存在であ

る。ナムディンでは第 1 日目に「私たちが勉強したい

のは、統計調査の方法論です」と発言したあの M さん

が、第４日目には「統計調査の方法論は大体理解でき

ました。もう統計にこだわらず、先生が最も大切だと

考えているテーマの話をしてください」と発言した。

2016年のナムディンでも 2020 年の宗像でも、学生たち

は統計学を学ぶ中で、こちらが驚くほどの知的な成長

を遂げた。学生たちがさらに成長できるように、統計

学の教え方を進化させる必要がある。COVID-19 禍は筆

者に統計学の教育の本来の方向性に気付く機会を与え

てくれた。 
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Report 

   

Learning by Embodying Statistics : Trial of Distance Education under the New Coronavirus COVID-19 

 

MORIYAMA Masaki1) 

 

Statistics is a practical science that describes the real world through numbers, but in Japan there have been a limited 

number of experts in statistics so far, and experts in peripheral fields are responsible for the education of statistics. As an 

expert in one of such peripheral fields (health promotion), I have been teaching statistics for the past few years in a nursing 

college. The 2020 COVID-19 pandemic, however, forced me to teach statistics in a very limited online environment. COVID-

19 pandemic is causing a shift in values in many areas. I also struggled under this COVID-19 situation to find a more 

meaningful and essential way of teaching/learning statistics. As a result, it was found that it is important to ground concepts 

of statistics in our real living world, such as embodiment and narrative expression of statistical concepts. Under such 

circumstances, the data science and AI (artificial intelligence) boom is accelerating in Japan, but we must not lose sight of the 

human nature of statistics. 
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